
◇ 「中信 ビ ジネ ス フ ェ ア2010」 へ の 出 展 に よ る

　　　栄 養 ア セ ス メ ン ト ・栄 養 相 談

[は じめ に]

　毎年10月 に京都 中央信用金庫 主催 で地 元企業、 団体 や大 学、府、市等 の研究機 関による大商

談会 が開催 されている。本年度 はその第23回 目に当た り、当施設 としては4回 目(栄 養 ク リニ ッ

ク開設前の年度か ら広報活動 と して出展)の 参加 とな る。 今年 は10月13日 ㈱ ・14日休)に京都府

総合見本市会 館(パ ルスプ ラザ)展 示会場 で開催 され、約200ブ ースを使用 した異業種間での

交流 があ り、大学 関連 の参加 は約10校 であ った。見学来 場者数 は一般市 民 を含 む約8,000人 で

あ った。栄養 ク リニ ックは1ブ ースを使用 し、指導 教員2名 、指導 員1名 、 ク リニ ックスタ ッ

フ1名 と学生 ボラ ンテ ィア7名(食 物栄養学科3・4回 生)が 参加 した。

[参加 目的 と実施内容]

　本 ビジネスフ ェアの見学 に来 られた一

般市民や企業 の方 々を対象 に、栄養 ク リ

ニ ックの開設 目的や これ まで に実施 した

さま ざまな活動事例 をパ ネル媒体 で紹介

す る と共 に、今後予定 され ている事業紹

介 を行 った。 また、健康維持や生活習慣

病予防 の市民へ の積極的 な啓発活動 の一

環 として、骨密度測定、ヘ モグ ロビン測

定、握力測定 な どを無料 で実施 し、 これ

らの栄養 アセスメ ン ト体験か ら各 自の健

康へ の関心 を深 めて いただいた。希望者

には、 結果説 明や身長 と体 重の 自己申告か ら体格 指数(BMI)や 理想体重(IBW)を 求め、

各 自の健康管理 に有益 な食事 と運動 につ いて の情報 を提示 した。 また、個 人的な栄養相談 に も

応 じた。

　 ボラ ンテ ィア として参加す る学生 は、将来病院や社会福祉施設な どの管理栄養士 を 目指す3、

4回 生 であ り、受付、測定 の内容説 明、測定実施 と簡単 な結果説明 を担当 した。来訪者 と気持

ちよ く応対 でき、満足 していただけるよ うな接 し方 を実践で学 び、 これ らの体1か ら専 門職業

人 としての コ ミュニ ケー シ ョンカ を養 い、管理栄養士 の資質 向上 に役立て ることをね らい とし

て参加 して もらった。

[成　　果]

参加者 は18歳 か ら82歳 まで と幅広 く、2日 間で約200名 を受 け付 けた。 その うち164名 が詳細
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な結 果説明や栄養相談 を受 け られ た。 また、企業商談会 のため、参加者 の過半数が50～60歳 代

の男性で あ った。昨年度 よ りやや多 い利用者 であ ったが、 これまでの経験 か らスムーズに対応

す るこ とが できた。 問題 があ る方 には、食事や運動 を中心 と した改善案 を提示 し、各 自の生活

の中で実施 で きる取 り組 み を選択 していただ くな どの支 援 を行 った。多 くの方か ら、「自分 の

骨量、栄養状態 な どを知 ることができたので、来 た甲斐 があ った」 な どの感想 をいただき、熱

心 にメモを取 られ る方 もあ り、成果 があ った ことを実感 した。

　栄養相談 の内容 は、 メタボ対策、糖尿病、高 コレステ ロール血症、 高尿酸血症、心臓病、 胃

腸 障害、 リュウマチ、 咀囎問題、幼児 の偏食 な どさまざまで あった。 リピー ターが数名 お られ、

「今年 も測定 して、改善で きたのか を相談 したか った」 とい う声 も聞かれ た。

　 昨年度 は、十数社 を超 え る様 々な分野 か らの商談 が あったが、本年度 は当 ク リニ ックの内容

が周知 されたためか、 ビジネ ス上 の相談 は、数件 に止 まった。 これか らの管理 栄養士 は、 ア ウ

トソー シングで実施 され る事 業の 中で活躍す る場面 も増え る と思われ る。 自 ら課 題を設定 し、

企画 ・立案 か ら実施、評 価 までで きる力が益 々必要 にな って くる。在学 中に栄養 ク リニ ックの

行事 に積極 的 に参加 し、 その能力を培 い、実践力 の ある管理栄養士 の養成 に役立つ ことを願 う。

　 ボ ラ ンテ ィア と して参加 した学生 は、 「アセスメ ン ト測定 と参加者 との コ ミュニ ケー シ ョン

を体験 す ることがで きたの は大 きな収穫であ った」、 「長時間 で しん どか ったが とて もや りがい

があ り、終 わ ってみ ると楽 しか ったので、 また参加 したい」 との感想で あ った。当 ブース利用

者 の比較 的少 ない時間 に一人 ずつ交代 で、京都 の代表 的な企業 のブースを見学 し、 「一堂 で京

都 の企業 を知 ることがで きてよか った」、 また、本年度 は京 都女子大学100周 年記念の年 で もあ

り、 「京都女子大学 の宣伝 に加 わ ることがで きて嬉 しか った」 との感想 も聞かれ、長時間 の活

動 にもかかわ らず、積極的 で好感が持て る対応がで きていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (木戸詔子)
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